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一
同
と
し
て
鰯
人
研
窪

田
に
関
す
る
実

一一

一
一
態
調
資
を
実
施
す
る
こ
と

一一

一
闘
の
縮
僚
と
し
て
以
下
の
事
情
引
を
推
進
す
る
こ
と

一
一
①
科
学
研
究
へ
の
鮒
人
の
職
業
的
参
加
を
蓄
し
、
ヒ
級
研
究
喜

一一

一
一
合
め
て
州
人
研
究
者
の
放
を
別
加
さ
せ
る
施
策
を
確
立
す
る
と
介
志
に
一
一

一
一
婦
人
研
光
宥
が
能
刀
を
十
分
に
発
如
し
う
る
条
件
の
核
備
を
関
る
乙
と
一
一

②
研
究
者
の
採
用
の
持
巡
の
際
、
男
女
の
機
会
均
等
等
を
保
粧
す
一
一

土

る

こ

と

一

一

一
一
③
納
入
研
究
者
が
、
研
究
者
と
し
て
の
任
務
に
加
え
、
母
性
と
し

-一

一
一
て
の
賀
任
を
巣
す
た
め
に
必
裂
な
社
会
保
障
上
の
指
慨
を
講
じ
る
こ
と

一一
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いろいろ楽しいオ手ーチヌの使い道をお考えでしまうカミ

このチャンスlこご家庭の生活設計に合わせたプランもおたてになりませんカL

ぉι子さまの教育資金や結婚資金、老後のたくわえなど、将来の暮らしじ必要なまとまったお金は、
ムリのいずランて早めにスタートなさるようおすすめし針。

去年までの一世帯平均R貯芋蓄劃lはまお307万円
大部分の人カ習宇蓄蓄-主ふやしてゆき計t.:.ぷL、士と考えてLい、法ます。
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は
清
潔

乾
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冷
房
は
外
気
温
を
考
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て
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で
用
苦
の
用
震
設
守
れ
ば
副
作
用
白
心
一
た
ま
も
fS6、
轟
さ
ん
す
L
訪
日
白
檀
金
一
臓
に
く
る
こ
と
を
防
ぐ
己
と
が
大
切
と

配
は
な
い
と
い
っ
.
一
が
来
た
こ
と
か
也
、
返
事
を
和
u
tと
一
い
う
.
晴
神
的
な
ス
ト
レ
ス
も
野
晒
が

し
か
し
常
用
的
に
つ
か
う
と
?
そ
一
い
う
わ
け
。
そ
申
返
事
を
童
市
町
ホ
一
あ
り
す
と
い
う
か
急
は
夕
現
代
商

一
し
て
亜
の
h
M
で
勝
手
に
抽
事
レ
融
け
一
テ
ん
が
担
ぞ
由
一
望
さ
ん
に
届
け
た
.
一
白
-
唾
ワ
お
母
童
訴
だ
容
を
つ
け

一
た
ら
ど
フ
か
.
「
カ
フ
ェ
イ
ン
白
醐
奇
一
ク
ッ
ク
央
書
申
手
紙
に
は
、
自
宅
由
一
て
下
さ
い
ね
.

一
性
は
問
自
由
乙
と
、
持
に
宗
主
一
接
一
あ
る
ワ

y
r
y州
白
地
図
事
え
て
一
小
学
生
が
卒
論

一
避
け
る
べ
喜
」
と
い
う
学
者
自
意
見
一
昔
「
ぜ
ひ
理
在
来
て
」
と
曹
い
て

一
小
学
校
で
車
童
基
繁
ぜ
て
い

一も

き

・

一

め

っ

セ

・

一

る

宇

佐

。

は

い

は

い

、
そ
れ

Z
Z

一

ナ
で
に
か
な
り
白
間
同
開
世
申
由
引
い
一
モ
む
L
し
て
も
、
な
ん
主
主
幹
レ
て
一

一

一

一

と

亨

き

る

の

で

す

.

お

宅

で

は

?

一

る

と
い
認
で
い
る
が
、
己

E
tも
す
る

E
5・

一

恒

阜

県

象

器

産

第

一

位

ご

用

心

遊

ば

せ

一

回
は
一
睡
白
浮
世
を
持
つ

Ety--一
子

供

の

磨

尿

病

一

拓

盟

瞳

草

先

住

吉

主

君

ま
売
を
も
早
フ
次
々
に
と
号
事
襲
警
出
す
り
を
持
っ
て
い
て
一
芸
露
出
商
|
「
重
品
」
と
一
ベ
君
主
教
え
る
白
削
教
育
』
が
持

白

菜
、
今
度
は
カ
フ
ェ
イ
ン
剤
芝
一
い
い
も
申
か
と
う
吟
お
母
さ
ん
吉
一
い
え
も
あ
る
と
且
品
、
最
近
目
報
一
穐
容
器
禁
な
雲
嘉
義

う

で

す

・

一

議

室

票

差

一

つ

、

と

い

2
一
道
に
よ
る
と
、
日
正
大
学
医
宇
一
部
白
北
一
け
る
た
め
に
革
を
ま
と
め
て
、
と
四

襲
警
世
し
く
な
る
に
つ
れ
て
一

2
4
3
B
t・-
川
書
教
授
の
号
、
一
万
人
に
一一
十

ま

ら

簡

を

時

書

簡

の

雪

カ

ミ

イ

ン

哲

也

六

年

た

っ

て

返

事

一

・

五
人
ぐ
ら
い
と
い
う
と
と
か
ハ
ギ

一

一

人

堅

芸

誌

握

手

同

二

審
払
っ
て
ず
勉
に
打
を
と
由
一
六
年
同
に
サ
イ
ダ
ー
び
ん
に
入
れ
て
一

tた
と
い
う
。
一
百
宍
構
属
、
レ
イ
ア
ロ
ト
か
ら
蝿
ま

聞
は
式
哩
に
い
じ
ら
し
い
白
で
す
が
、
一
流
し
た
，
担
名
の
な
い
手
在
e
白
返
事
一
て
つ
白
叩
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
、
お
一
で
児
市
に
任
せ
、
革
曜
の
年
の
一
弓

ι

雲
堅
た
ち
は
「
と

E
て
も
恨
み
過
一
が
ア
メ
リ
カ
ヂ
届
い
た
と
い
う
一
括
。
一
と
な
と
問
品
満
盟
、
い
ま
一
つ
が
若
一
蹄
明
り
製
薬
者
に
回
す
。
一
-
一
月
率

ざ
る
白
だ
」
.
匝
接
は
汚
が
な
く
て
も
一
手
紙
白
宅
ほ
県
立
軍
事
担
高
三
年
の
講
一
年
性
暫
出
届
宮
古
己
れ
が
厄
升
な
白
で
あ
一
聾
式
叫

ι企
ぱ
く
で
題
名
を
膏
い
た

過
闘
に
は
均
問
な

pま
ず
担
。
一
掃
同
点
さ
ん
昔
、
小
埜
ハ
年
白
夏
、
船
一
る
。
男
子
の
場
合
四
1
宜
盟
、
女
チ
で
一
「
革
曲
」
が
毘
属
す
る
.

厚
生
術
革
持
品
の
活
支
は
カ
フ
ェ
イ
一
躍
P
ち
た
時
、
週
州
警
官
、
手
眠
と
単
一
は
思
春
期
が
多
し
い
が
、
そ
れ
と
知
ら
ず
一
己
白
「
革
担
、
桂
昌
需
の
待
皿
に

y剤
は
‘
大
衆
喪
主
主
昭
和
-
一
エ
七
一
倍
用
襲
警
一
品
め
だ
す
イ
ダ
?
び
ん
を
一
に
い
ず
在
品
問
状
躍
に
な
っ
て
か
ら
開
院
一
審
し
、
属
人
式
を
迎
え
た
時
'
L
本
人

主
明
か
ら
元
一
り
出
さ
れ
布
院
剤
と
ア
一
三
京
梅
に
投
じ
た
「
己
白
手
揖
を
抽
っ
一
に
損
害
中
sa
れ
る
と
い
う
開
が
多
か
っ
一
に
手
置
さ
れ
る
.
い
ま
四
年
分
が
唖
畏

シ

プ

ル

空

間

削

.

空

整

は

担

割

を

一

た

さ

議

下

さ

い

」

一

士

@

一

定

並

べ

ら

れ

て

い

る

二

暗

く

宰

も
っ
営
世
話
、
-
提
言
ド
干
一
た

t瞳
咽
い
た
り
が
ア
メ
リ
カ
世
才
一
初
期
白
震
は
主
告
に
白
y
ま
一
ん
だ

4
5日
」
「
問
題
提
の

一杯

f
0
・
一
せ
の
カ
7
a
イ
yを
舎
一
レ
ゴ
ン
州
白
梅
民
、

P
ッ
ク
さ
ん
と
い
一
・
守
¥
体
刑
握
れ
や
す
い
.
い
〈
ら
章
一
私
」
「
曹
宇
出
行
の
且
い
出
」
と

d
フ

ん
で
い
る
e

一
回
一
二
一
世
一
目
丘
一
匹
て
采
人
犬
同
に
拍
わ
れ
t
.
二
年
前
回
一
ベ
て
争
や
せ
て
い
え
な
品
伊
原
因
一
ス
ト
、
写
真
、
ブ
ロ
マ
イ
ド
も
訴
え
て

ま
で
と
規
定
さ
れ
て
い
る
.
一
己
と
君
事
る
a

唖
さ
ん
と
い
う
コ
系
二
一
は
ハ
ッ
キ
リ
ほ
っ
か
め
て
い
な
い
J
f
一
白
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
h
v
p

刷
業
会
拡
民
主
や
拙
曲
、
董
一
世
に
制
ん

E
bっ
た
が
、
山
控
訴
、
一
む
な
に
予
防
白
手
戸
モ
も
勝
υい
が
一
曹
、
官
わ
す
る
で
し
ょ
品
、
、

中
な
と
長
じ
て
も
そ
由
場
を
勝
回

一
司
堕
棋
聖
壱
官
、
に
じ
ん
で
あ
と
は
見
一
早
〈
高
見
し
て
砲
門
陸
自
掴
専
を
客
υ
一
い
出
に
な
D
ま
し
ょ
う
ね
。

ず
に
最
り
切
D
た
い
時
四
「
属
人
用
」
一
え
な
い
凶
』
合
併
匝
で
聞
が
暫
く
な
ヮ
た
D
、

P
ん

f:JX 

す9
，(ザ寝F

〆T

~ 
(
四
完
成
苓
調
歯
〕

E
Z
m

母
は
九
十
棋
の
亡

h
量
く
て
持
ち
島
一
V
Pれ
な
く
な
っ
払
は
世
に
か
じ
D
付
い
て
問
を
た
て

U
M
聞
く
な
る
暗
ま
で
雲

t
。
わ
七
年
幸
と
っ
た
a

も
妥
て
泣
い

t
ぷ
合
体
を
ゆ
す
ぶ
っ

τ

、

刊

を
し
た
E
と
白
な
い
メ
だ
ね
』
と
い
っ
て
、
私
刑
式
会
く
枕
い

t
b、申告
m
一
一
回
う
な
っ
て
、

ル

川

人
で
し
張
、
世
は
な
っ
た
己
と
事

E
Z者
い
を
警
吹
き
を
た
昭
子
.

『
里
子

直
H
M
州
自
升
が
耐
か
っ
た
り
聾
意
が
っ
て
お
り
一
ま
し
た
。
や
が
て
か
、
撞
い
た
か
一
っ
た
。
ど
ん
な
に
持

山

川

で

、

奈

安

E
蓄
に
入
っ
て
重
宅
、
位
良
っ
た
か
』
『
突
き
ん
、
己
れ
官

!
s
 

fνi
川
す
る
と
母
に
代
っ
て
覧
虫
と
い
え
ほ
必
ず
出
品
レ
、
代
世
は
一
生
軍
曲
に
品
同
い
た
し
ま
す
』

川
正
川

中

tく
し
を
れ
竹
品

Eて
当
時
白
骨
問
、
カ
ラ
一
7

0
人
は
き
、
そ
れ
か
ら
は
由
自
由
よ

'

:

手
レ
士
。
唖
て
い
る
ド
に
ま
で
出
展
じ
た
も
の
で
す
.
ろ
に
究
の
障
室
哲
一
摘
に
さ
ず
っ

酪
れ
に
や
勺
て
毒
て
は
、
お
か
ゆ
や
交
は
医
宇
田
心
憎
も
多
少
あ
っ
た
た
D
、
も
ん
だ
り
し
$
ゃ
u
t。
判
時

宝
子
の
お
甘
や
を
作
っ
て
く
れ
た
白
下
A
F

つ
官
ず
か
私
が
十
四
隅
由
時
に
ま
で
も
生
会
て
も
ら
い
た
い
、
レ
い

し
た
も
の
で
し
た
。

胃
ガ
ン
で
亡
〈
な
D
宇
レ
た
回
電
報
う
折
。
も
よ
七
に
か
町
主
主
地
勺
て
か
ら

。

人

は

拾

が

式

辞

き

で

曹

の

重

な

=

音

自

に

な

室

、

荏

『

芸

品

，

怯
望
。
さ
ん
白
己
と
は
、
よ
く
知
っ
・

久

d

久

d

目
は
も
う
お
事
ん
が
き
た
か
ら
、
わ

て
い
て
曜
日
む
よ
っ
に
所
躍
の
粧
を

u

j

l

a

し
は
お
ま
は
せ
ね
ば
な
ら
由
。
色

出
じ
て
は
葺
し
ん
で
い
ま
し
た
“
主
一

戸伊

A
r
r
u

々
と
畏
い
ζ
ι
出
世
話
に
な
っ
た

の

車

置

で

詮

四

旗

第

ら

輪

車

二

墨

色

え

申
』
産
-
人
一
人
苦
手
重

き
初
出
芋
u
t“
世
に
見
て
も
ら
っ

、
τ
a
F
E
二
，
祉
に
、
お
ば
壷
C
ん
を
呼
ん
で
く
れ

て

ほ

め

わ

れ

る

吸

が

う

れ

し

い

白

官

、

き

り

一
一
と
い
い
ま
す
回
遊
雲
ん
が
顔
主

主
十
年
間
前
に
な
り
ま
す
か
、
私

4

二

話

完

ニ
出
す
と
『
お
お
、
わ
し
白
刊
曙
白
た

謀

議

案

言

行

っ

李

に

離

バ

コ

諸

岡

市

町

一

定

、
や
完
た
白
主
あ
D
が
と

れ
陸
世
の
『
兵
堅
苦
空
宇
U
た
ら

働

つ

匂

包

=
う
よ
、
わ
レ
は
一
墨
田
九
行
っ
て
盟

参

堅

持

に

苫

い

t
控

室

寸

i
j
d日

一
-
の
毛
な
で
特
っ
て
雪
か
皇

位
白
拡
が
出

τき
ま
し
た
e

山
間
田
に
一

手

卜

斗

寸

あ
』
と
い
い
、
自
升
で
型
工
事
ぜ

結
つ
士
玄
有
田
位
a

思
っ
て
も
み
な
午

、

ハ

ノ

て
、
や
す
ら
か
に

qを
引
き
と
灼
ま

か
っ
た
干
供
自
己
ろ
の
白
丹
四
位
と
=

万

戸

し
た
。
且
は
母
L
対
し
て
は
と
て
も

雪

雲

市

y
ト

に

恒

レ

く

う

れ

ニ
M
H

陸

甘
っ
主

24で
し
た
が
、
交
に
対

し

か

っ

た

。

『

、

t

司

F

し
で
も
文
別
雨
量
味
。
甘
っ
た
れ
が

暁
町
を
生
し
ん
で
い
守
党
申
華
も
で
知
ら
せ
が
あ
っ
て
、
一
人
で
は
だ
あ
っ
士
と
品
位
予
。
党
は
私
が
六

な
つ
か
し
く
思
い
出
事
れ
ま
す
。
私
め
と
い
う
の
か
忠
明
げ
る
よ
う
に
じ

τ
開
。
聞
か
ら
E
R

史
上
申
者
名
白
人

の
臨
白
下
に
両
手
聖
人
れ
て
『
お
お
帰

E
Eた
。
町
L
省
い
て
孟
る
と
物
の
耐
を
よ
く
レ
「
ぞ
れ
孝
レ
t
.

誼
い
、
重
い
』
と
二
、一
一
一
岡
高
〈
差
大
型
で
し
た
.
夕
方
モ
し
骨
知
そ
己
面
白
〈
て
軌
章
』
せ
が

上
げ
る
J
て
れ
が
八
暗
ま
で
閉
会
主
で
知
人
に
合
っ
て

『
お
父
さ
ん
は
咽
ん
で
剛
れ
た
白
で
す
。

2

し
た
ω

八
揖
に
な
っ
で
『
あ
あ
、
も
白
五
時
咽
に
お
十
守
な
り
に
な
D
ま
い
ま
予
名
、
曹
人
劇
を
豊

一寸

し
た
手
よ
』
と
い
わ
れ
て
、
長
習
い
も
し
な
い
の
に
二
割

里

奈
川
し
式
邑
忘
れ
て
、
た
少
阜
市
戸
で
+
』
卓
も
輯
け
た
b
、

改

泣

き

ま

し

た

.

脚

本

を

書

い

た

り

す

る

川

口

力
も
誼
け
主
セ
り
を
曲
ん
で
も
ら
の
も
究
の
鼎
ー
ω司
教
え
融

ー

っ
て
揮
に
t
ど
り
つ
き
ま
レ
士
6
、
が
醐
と
し
て
あ
9
9だ
ー

も
う
お
通
溶
L
な
っ
て
い
宇
レ

ti
と
凪
い
ま
す
。

@
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の

こ
の
マ
I
ク、

1
枚
1
u
。

「
キ
ァ
コ
マ
ン
の
め
ん
み
」
の
ラ
ベ
ル
じ

あ
る
@

了
ク
を
切
り
取
っ
て
、
ハ
ガ
キ
じ

貼
っ
て
、
お
込
り
く
だ
さ
い
。

1
枚
1
uで
、

何
日
で
も
、

E
の
め
ん
み
で
も
結
構
で
す
。

65
住
所
・氏
名

お
子
H
悼
の
名
前
・
す
す

ご
希
望
の
サ
イ
ズ
・
色

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
ふ
。

ハ
ガ
キ
に
は
、
右
の
事
項
毛
u
い
て
〈
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ
は
、

3
壁
類
.
1
t
1
5才
用
(
身
長

四
m
l
師団)、

6
才
3
8
才
朋
(
身

E
川
叩

f
m
叩)、

9
才

's
比
才
用
(
身
長

m
m
l

M
g
.
色
は
、
オ
V
ン
ジ
、
グ
リ
ー
ン
の

2
程
類
。

あ
て
先
は
、
こ
こ
ョ
。

ラ
ベ
山
川
に
咋
い
て
あ
る
住
所
の
「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

め
ん
み
係
」
へ
ご
応
募

〈
だ
き
い
.
し
め
き

り
は
、
毎
週
土
崎
日
。

最
終
し
め
き
り
は
、

昭
和
臼
年

7
月
初
日

(
当
日
消
印
宥
効
}
.

な
お
、
当
選
発
表
は
.

T
シ
ャ
ツ
の
零
正
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
.

量豊かな明日をう〈る三壷醒詑柚世

， 

..<lソのめんみ
ん/〆

手ζごγ/

キyヨーマシL.う!'JJと</ン過少が

ゆりんず斗吋ベー白~サァとヨすめる

だけて、おいしl_.j戸、のてきあtり

めんみij五
キッコーマンの

キッコーマン醤油稼式会社

， 

かけがえ四ない'f.ムたちのj耳.その街をよ

η快適なものにするために.私たちの周

囲にはいろいろな開発が行なわれていま

す.緑仕事業.安全で合理的な新交通シ

ステムの導入，スポーツ施設や公園-:<<

ηetc......いずれも人と自然的簡相がねら

い田新Lいヨミュエテイづ〈りです。

その工事に必要な建設用機械の大半を製

作しているのが三菱重工です。パワーシ

ョベル〈ユンポ〉をはじめとする建設機

械，フォークリフトなどの産瞳車両聾

;車般から大形へリコプターまで.陸，海，

空にわたる建設工事に大き〈貢献Lてい

ます.

わが国の代表的建設犠輔総合〆ーカ一三

菱重工{丸“明日をつ〈る"ために今日も

働きつづけています。

軍東京都千代田区丸町内2-5-1干JOO宮 (03)212-3111三菱璽エ襲株式会社

、，

..の盆。
生ヒ、二ールても業界ーの定評あるサッポロカミ

北海道地区のみで限定販売してしすよあの

びら生を全国規模で発売しました。シンフ切

なデザインφなかにも風絡を感じさせる

労レミラベルの性初本格派λ北海道を訪

れた人々からの強い要請に応主τの登場
てす。まずはご賞味ください.

{輔霊場}

。切威g

Vん室

，-訓 F
h • ‘砂-ー.
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グ
食
卓
革
命
グ

の
未
来
図

と
し
て
八
-
一
応
入
れ
〉
八
二
思
「
人
れ
〉
〈
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〉

と
ぐ
っ
と
デ
ラ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
出
さ
限
定
申
の
を
し
て
納
税
レ
た
人
は
、

れ
た
。
一
一
階
で
ハ
百
円
、
お
日
に
岳
、
え
六
月
下
旬
と
ろ
に
税
務
署
か
ら
、
民さ一

は
も
ち
ろ
ん
十
八
安
で
あ
る
。
れ
る
か
胤
微
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
一

も

う

一

つ

は

、

峨

械

刻

。

も

ち

乃

ん

際

、
同
封
さ
れ
た
滋
付
輔
副
求
滞
に
、
所
-

い
ず
れ
も
筆
向
け
の
も
の
。
人
l
に
一
「
|
|
一

ζ

の
夏
、
う
つ
・

5

E翠
窓
辺
入
し
て
い
室
し
て
〈
だ
一

は
プ
一
フ
ス
チ
ッ
ク
の
盗
訴
が
附
い
二
税
一
し
さ
を
は
ら
う
ち
ょ
っ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
、
税
務
京
良
一

て
あ
る
。
ス
イ
ッ
主
つ
で
リ
ン
ゴ
だ
二

し

一

と
よ
し
い
務
。
し
税
の
ま
訴
察
送
ら
れ
ま
す
か
一

、，J
-

-

E

E

‘一

一

目

ろ

2
ミ
カ
ン
だ
ろ

2
シ
ン
シ
ン
シ
二
皇
、一

需
主
君
語
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
吉
岡
で
巡
付
金
一

曜

ン
と
湾
見
る
人
も
フ
l
ム
と
喜
二

戻
一

税
の
特
別
減
税
、
与
を
護
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

一

-

-
っ

て

い

る

。

一

f
i
l
l、
ゆ
る
以
し
税
が
実
施
さ
八
そ
の
他
〉
今
年
、
打
向
月
末
ま
で
に
一

倍

ヤ

キ
ト
リ
で
も
ギ
ョ
ウ
ザ
で
も
、
ボ
一
易
セ
ン
タ
ー
で
閃
か
れ
た
豊
島
一
こ
れ
か
ら
の
食
事

2造
P
の
一
議
食
品
で
い
を
、
大
手
メ
l
刀
一
言
な
と
こ
ろ
革
、
ア

イ

ス

キ

こ

れ

ま

え

議

し

た

人

ゃ

、
昨
年
寄
識
し
一

三

タン
一
つ
で
白
誌
に
10
そ
れ
を
ハ
一
食
品
葉
桜
は
H
食
主
?
と
い
よ
よ
さ
と
知
恵
理
さ
の
こ
顕
だ
て
と
一

1
の
息
記
長
ズ
ラ
リ
と
き
、一
ンデ
10
奈
の
誌
を

gζ
ず
る
一
円
持
さ
れ
る
阜
市
議
、
木
人
六
百
た
た
め
、
給
与
の
税
金
を
型
徴
収
さ
一

ラ
ク
、
獲
し
て
草
へ
。
十
同
日
か
一
か
、
棄
の
私
た
ち
の
食
生
活
の
方
向
一
い
う
こ
と
足
る
の
だ
ろ
よ
。
一
こ
れ
で
も
か
ζ

れ
で
も
か
と
差
章
一
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
。
機
械
で
刻
ん
で
=
一
分
一
震
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
、
芸
家
れ
た
ま
ま
で
年
末
躍
を
受
け
て
い
な
一

二
ら
五
日
間
、
宗
晴
海
の
い
出
品
質
主
苧
も
の
と
し
て
興
味
を
呼
ん
だ
。
一
祭
の
容
を
大
き
〈
分
け
る
と
冷
一
る
。
宣
言
、
焼
ハ
ジ
パ
l
グ
、
ご
で
ま
し
て
足
タ
ン
ク
へ
。
一
校
は
一
人
に
つ
き
=
一
千
川
と
し
て
計
算
い
人
は
、
税
長
へ
暗
渠
を
し
て
一

主

:
5

1POLLi
-
-
l
s
i害
調
停
車

凍
食
品
て
の
も
の
と
、
一
保
票
率
一
キ
ン
ボ
l
ル
、
ブ
レ
ー
ン
オ
ム
レ
ツ
か
一
さ
て
次
へ
進
宮
、

atz了
た
喜
子
。
た
だ
し
、
納
め
た
昭
く
だ
さ
い
。
一

:
室
長
:
三
園
圃
闘
畷
議
問
問
加
に
な
ど
探
査
閲
込
の
機
器
一
ら
手
刻
、
プ
リ
ン
ー
ー
の
デ
ザ
一
議
、
メ
ン
認
器
、
そ
し
て
お
一
和
五
一
年
寸
の
所
得
税
額
の
事
少
な

ζ

の場

2
2
3
z一

三

療

援

護

翻

制

調

圏

園

哩

鋼

喝

、

で

あ

る

。

一

1トと
3鷲
〈
(
号
、
試
食
一
し
機
、
ャ
キ
ト

υ、
パ

1
2ゐ
一
い
と
き
は
、
そ
の
議
ま
で
と
な
り
ま

Z
E
M出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
一

三

九

ソ
域

観

闘

え

@
島

U
U副喜
一
円
一
な
る
ほ
ど
向
恨
の
是
の
だ
と
一

3
4ポ
ン
と
抑
す
と
出
一
文
h
Z
E
E
-
Z
で
す
@
限
後
の

3を
し
て
、

2一

竺

げ

響

機

嫌

副

J
一

閃

し
て
い
雪
ち
に

E
りで
焼
上
る
一
い
ま
ま
で
小
さ
い
の
が
不
要
っ
た
一
れ
い
わ
い
!
?
刺
し
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出
一
言
語
れ
昨
年
九
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白
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長
十
一

一

韓
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、
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国
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ウ
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U
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A
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付
也
、
J7X
白

勝
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t
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圃
富
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2
1
1
!
-
-
f
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噺

ぜ

九

二

し

苗
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な
カ
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内
し
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ろ
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と
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勤
務
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園
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司

刻
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圃

醤

圏

J
r…
臨

臨

開

閉

一
一
段
総

務

、い

¥
V点
一

途

中

に

五

レ

場

H

E

i

-

-

j

!

t

i
l

l

-

一

一一剥
議
礎
調

dE
一
一問問間関
一鵠

w
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一

r
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湧
緩
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節
機
輔
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掛
潟
猶
副
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r
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臨
圃
園
圃
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開
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幽
明
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玖

p

h一
い
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一
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は
ヌ
パ
コ
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わ
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い
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。
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I
l
-
-
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L
h
l
l
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、
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で

。
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λ
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撃
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議

噛
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一

幽
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圃
園
盟
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舗
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シ
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取
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日赤冷蔵

'f'l-f.J-きの牛肉と苅肉、.aに数々 の香味野菜をじっくり煮こん7二

さらに伯It生あるライフスタイノレをすぐれた調理技術によるレストラン方式をほ川しました。

闇草野望誼諸

スープの生命はブイヨン。

けする
とし、うl成の最終判挫の芽討也「あなたのお好みに令わせて…・・・」、大切にする消抗者のため、

をケ伐しました。朝はきわやかそーニンクヨッフ二夜はコクのあるデ~ナーに。あるいは、子供、

まごころのこもった手作りのl氷を満喫してい.といった各人の好み。 T.P.O.に応じて。大人、

葉氏携すも ニチレイのクック・アップ方式です。これ;h丈ただりる細，むの配慮。

冷凍食品
豊富な材料の風味がみごとにとけ合ったボリ
ュームたっぷりのスープ。食べる、といった
方がぴったりのスープです。ディナータイム
のひとときに。

じっくり煮こんだプイヨンに、トマトの酸味
.を押えたさわやかな風味がみごとに調和した
スープ.さながら朝のさわやかさ。フレッシ
ュモーニングのひとときにぜひ。

新鮮なコーッをふんだんに使い、ヒっくり煮
こんだブイヨンと牛乳を加えた本格派。なめ

らかな舌ざわり.コクと風味。ニチレイの自
信作です。
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スターターは、走るカで自動セット.
ι ホンダロードパルNC50・L

クイックの /宏、

O-~Jt:.JLゴ担Jし・…J~ 49 oc Z.Z馬力-~Jt:Jし圃工Jし el:!Jt75100/印刷h時
ーー一 :=::.~え5二三討行テスト値J・9ップス5<-5<-

銀事現量価格 ￥ 64.800 ----&.クイックスタ一歩一方式
もう、すっかりおなじみ/ラ ~9・.~ 5Zの ロードパJI.o.偲皐現金価格￥ 59 ， 800

・楽しく選べるアクセサリーお品が豊富に織っています.

.肯お求めは、便利な〈ホンダクレジット〉をご約用〈ださい.

肯普通免許でどうれまだ免I初3ない方には、安全霊転瞥及指増員が、楽L(、
安全な張η方の指導とrno:付免E初3ガイドをいたします(原付免野安全教室).
vヘルメットをかぶりましよう。
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